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[Ⅰ] 
問 1 ア：（く） イ：（さ） ウ：（き） エ：（え） オ：（こ）  
問 2 （え）→（い）→（あ）→（う）→（か）→（お） 
問 3 （1）（お）（き）（く） 

（2）外胚葉の本来の予定運命を神経であるが，BMP の作用によって表皮へ分化
するようになっている。予定脊索域から分泌されたコーディンは BMP の作用
を阻害するため，脊索に近い部分に神経管が形成される。 

問 4 カ：②  キ：⑥  ク：④ 
問 5 （あ），（え） 
問 6 Ⅰ群：（う），Ⅱ群：（a） 
問 7 （1）（え）  （2）40mm/ミリ秒 
 

[Ⅱ] 
問 1 ア：（つ） イ：（に） ウ：（し） エ：（お） オ：（た） カ：（か） キ：（す） 

ク：（こ） ケ：（と） コ：（う） サ：（な） シ：（せ） 
問 2 （1）血液凝固 （2）（あ） 
問 3 （1）免疫グロブリン （2）Ⅰ群：（あ）（い）  Ⅱ群：（a） 
問 4 （1）ス：（い） セ：（か） （2）（c） 
問 5 Ⅰ群：（う） Ⅱ群：（a）（e） 
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[Ⅲ] 
問 1 （あ），（え） 
問 2 B 系統 Ⅰ群：（あ）  Ⅱ群：（f） 

W 系統 Ⅰ群：（あ）  Ⅱ群：（d） 
問 3 B 系統：（あ）  W 系統：（え）  
問 4  B 系統：（い）  W 系統：（え） 
問 5 W 系統では領域 U がメチル化されており，領域 T がタンパク質 M のみを介して

遺伝子Rのプロモーターとループを形成することで遺伝子Rの発現が促進されてい
たが，領域 U の脱メチル化が起こると，領域 T に結合したタンパク質 M と領域 U
に結合したタンパク質 N が複合体を形成することで領域 T が遺伝子 Q のプロモー
ターとループを形成するようになり，遺伝子Qの発現が促進されるようになる。 

 
 


